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鋼材の種類 溶接材料

入熱 パス間温度

YGA-50W，50P

YGW-18，19

JIS Z 3214

YGA-50W，50P

JIS Z 3214

YGW-18，19

YGW-11，15

JIS Z 3212

JIS Z 3211，3212

YGW-11，15

YGW-18，19

520N級鋼

400N級鋼

490N級鋼
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スニップカットの寸法
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スニップカット

　　　　①スカラップ半径 Sr　は35mmとする。Sr　は10mmとする。

　　　改良型スカラップ
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（単位：mm）

Ｄ

（3）スカラップ

　　　　②スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

　　　　①スカラップ半径Srは35mmとする。

　　　従来型スカラップ

　　　①スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

（4）スニップカット

※　ただし、既製形鋼のスニップカットについては、

　　Sc＝r+2により求めるものとする。

　　　①完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10mmを超える場合

（5）溶接部分の段差

（6）鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

YGW-11，15

YGW-18，19

YGW-18，19

400N級STKR、

BCR及びBCP

400N級STKR

及びBCP

40以下

30以下 250以下

350以下

30以下 250以下

（1）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（2）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下、かつ、鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（3）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で3倍以上確保する。

（4）梁貫通孔位置の限度は以下による。

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：梁せい

φ：貫通孔内径寸法

　(φ≦H/2、かつ、φ≦D/3)Ｈ

　梁貫通孔の位置の限度　（単位：mm）

ｅ：材端と補強プレートとの間隔

６　梁貫通孔補強

７　広幅平鋼の取扱い

（1）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

（2）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。
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6 9 12 16 19 22 25 28 32 36 40

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125以上

(bs)

150

150

８　鉄骨と鉄筋コンクリート部分の取合い

　　 鉄筋と鉄骨相互のあき(bs)は、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上とする。

(bs
)

150

150

梁の場合 柱の場合

（2）壁筋の周辺部材への定着

　　 鉄筋を折り曲げる場合は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上直線に定着後、緩やかに折り曲げる。

（1）鉄骨のかぶり厚さ

（3）柱組立筋

コーナー筋

梁への定着方法

柱への定着方法

　　 方面溶接の有効長さ(Ｌ)は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

（4）仕口部内の帯筋の加工及び組立

　　 鉄筋貫通孔の径

（5）鉄筋貫通孔の径及び位置

　　   ①　主筋の鉄筋貫通孔は、最大孔径に統一する。

　　 　②　鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

柱主筋

梁下端主筋

梁上端主筋

柱帯筋

柱主筋

梁あばら筋

70以上

梁主筋

組立筋
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柱帯筋

柱主筋

直交梁

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

21 24 28 31 35 38 43 46

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合　（単位：mm）

（単位：mm）

小梁下端主筋

100

※　梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、

    梁端から貫通孔の中心まで1.2D以上離し、

    梁継手位置等にも留意する。

鉄筋貫通孔の位置　(単位：mm)

40程度

D13以上の組立筋(柱幅≧700mm)

以上

100
以上
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